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10月 定例会 (1)

開 催  日 時

開 催 場 所

1_開     会

2 前回議事録の承認

3 議    題

令和 3年 10月 7日 (木) 14時 00分

県庁行政棟「教育委員会室」

○第 18号議案
文化財の県指定について

4 報     告

(1)令和 3年 9月 定例県議会の概要について

(2)令和 3年度普通会計定期監査 (前期)の結果及び措置状況について

(3)令和4年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員、船員)採用試験にっいて

(4)高校生の活躍について

(学芸文化課 )

(各課共通)

(各課共通)

(高校教育課)

(高校教育課 )

(5)令和 4年度に県立高等学校及び特別支援学校高等部において使用する教科用図書
の採択結果について (高校教育課・特別支援教育課)





第 18号議案

(学芸文化課)

文化財の県指定について

(提案理由)

長崎県文化財保護条例第 4条第 1項の規定に基づき、下記文化財を新たに県指定文

化財に指定しようとするものである。

(内 容)
◇県指定する文化財

有形文化財 (美術工芸品)「拝テ蒋篤精粧稚書偽講皐」 l′I、値賀町)

【指定理由】

沖ノ神嶋神社は、小値賀本島の東に位置する野崎島の北端にあり、古くから海上交

通の要衝として広く信仰を集めていた。

神社に伝わる陶磁器 18′煮は、14世経から17世紀までの中国・タイなどから輸
ふたもの      ししがたこうろ

入された貿易陶磁を主体としたもので、壺類 12点、皿類 3点、蓋物 1点、獅子形香炉

2点からなる。

中国産の壺類には、ルノン壺
(※ 1)と 通称される厚手で大型の壺のほか、1323

年に韓国全羅南道新安沖で沈没した貿易船に積まれていたものと類似する中国産の

乃韓 などがある。そのほか堂彩盤劾茫受誓材は、中国・明時代 (16世紀)の崇驚堂彩
(※ 2)と 考えられるが、伝世例が知られておらず、今後の陶磁器研究にとつて重要資

料といえる。

本件は、沖ノ神嶋神社の奉納品として伝世するとともに、中国
。東南アジアに及ぶ

広域的な海外貿易の実態を示し、かつほぼ完形をとどめた、県内でも貴重な貿易陶磁

の事例として学術的価値が高く、県有形文化財に指定するものである。
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〔用語解説〕

(※ 1)ルノン壺…桃山時代末期に、当時の貿易船がルノン島 (フ ィリピン)経由

で日本へ輸入されたことに由来する、広東省を中心に中国南部

で作られた壺のこと。

(※ 2)華南三彩…中国南部 (広東 。広西・海南島など)で焼かれた二色の釉 (う

わぐすり)からなる陶磁器。16世紀から17世紀半ばまで海

外へ輸出されていた。

(参 考)長崎県文化財保護条例 (抄 )
第 4条 教育委員会は、県の区域内に存する有形文化財 (法第 27条第 1項の規定
により重要文化財に指定されたものを除く。以下同じ。)の うち県にとつて重要

なものを県指定有形文化財に指定することができる。

2 前項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会はヽあらかじめ、指
定しようとする有形文化財の所有者及び権原に基づく占有者の同意を得なけれ

ばならない。ただし所有者又は権原に基づく占有者が判明しない場合は、この限

りでない。

3 第1項の規定による指定をしようとするときは、教育委員会は、あらかじめ、
長崎県文化財保護審議会 (以下「文化財保護審議会」という。)に諮問しなければ

ならない。
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【写真1】 挿折辞畠路経私壱舗蘇

【写真2】 当彩盤蒟猪受釜朝
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今回の指定後の県内における指定文化財の件数

令和 3年 10月 7日 現在

区 分 現在の
指定等
の件数

今回増減
指定後
の件数

指定別 種  別 分  類

国
指
定

国宝 3 3

重要文化財 68 68

重要無形文化財 O 0

重要無形民俗文化財 8 8

重要有形民俗文化財 0 O

特別匙跡 2 2

史跡 30 30

特別名勝 1 1

名勝 6 6

特別天然記念物 0 O

天然記念物 35 35

国 指 定 計 153 O .153

国
選
定

重要文化的景観 7 7

重要伝統的建造物群保存地区 4 4

国 選 定 計 11 O 「
‥

■
‥

国
登
録

登録有形文化財 (建造物) 129 129
登録有形文化財 (美術工芸品) 1 1

登録記念物 (名勝地関係 ) 3 3

登録記念物 (遺跡 ) 0 0

国 登 録 計 133 O 133
国 指 定 選 定 登 録 計 297 0 297
国 認 定 重 要 美 術 品 4 4

県
指
定

有形文化財

建造物

美術工芸品

153 .1 154
rョタノ rJ″リ

r/クァジ rァノ r/´′ジ

無形文化財 5 5

有形民俗文化財 10 10

無形民俗文化財 22 22

史跡 94 94

名勝 1 1

天然記念物 105 105
県選定 保存技術 O O

県  指  定 選  定  計 390 1 391
県  合  計国 691 1 692
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件 名 令和 3年 9月 定例県議会の概要について

概  要 1 日 程

会   期

一 般 質 問

常任委員会

令和 3年 9月 10日 ～ 令不日3年 10月 7日

令不日3年 9月 16日 ～ 令不口3年 9月 21日

令不日3年 9月 27日 ～ 令和 3年 9月 28日

2「 議 案

原案のとおり可決

。第 110号議案 (予算議案)

令和 3年度長崎県一般会計補正予算 (第 11号)の うち関係部分

3.一般質問における主な質疑事項 (報告事項 (1)資料 1～ 14頁 )
。子育て支援について

～発達障害児姑策について～         (溝 口芙美雄議員)

・知事の基本姿勢について

～新型コロナウイルス感染症対策について～ (溝口芙美雄議員)

・文化歴史遺産について

～松浦「鷹島神崎遺跡」について～ (西川克己議員)

・教育行政                    (中 山功議員 )

○学校改革について

○ふるさと教育の推進について

○長崎県内5工業高校による世界―プロジェクト (仮称)について

。新型コロナウイルス感染症の更なるリスクに備える

～公立小中学校における「オンライン授業」や「登校とオンライン併用」の取り組み～

(中村泰輔議員 )

・GIGAス クール構想と県立高校入試制度 (中村泰輔議員 )

・食育の取り組みについて (山 口経正議員 )

報 告 事 項 (1)
各 課 共 通
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・県立松浦高校の普通科改編について (石本政弘議員 )

・教育行政について

○子供たちの教育機会担保

O包括的性教育への取り組み

(赤木幸仁議員)

。教育行政について

○義務教育における水泳指導の民間との連携について

○幼保小連携について

(外間雅広議員 )

。新型コロナウイルス廉染症紺策について

～全国大会等から帰県する生徒や指導者のPCR検査について～
(外間雅広議員)

・県立高等学校普通教室の空調設備の公費負担について  (浦川基継議員)

4.文教厚生委員会等における主な質疑事項 (報告事項 (1)資料 14～ 22頁 )

○第 110号議案 令和 3年度長崎県一般会計補正予算 (第 11号)の
うち関係部分

・繰越明許費について

○陳情審査  10件

○所管事務に関する質疑

・ 5工業高校等による世界―プロジェクトについて

。全国学カテストについて

。新規採用教職員の研鑽について

。「ながさきスポーツビジョン2021～ 2025」 について

。不ポーツ指導者の育成と資金の確保について

・ ICT化のハードとソフト面での長崎県の取組について

。「生理の貧困」への対応について

・不登校児童 。生徒への対応について

。県立学校他の災害リスクについて

・児童 。生徒の新型コロナウイルス感染発覚時の対応について

。講師不足における対策について

。中学校総合体育大会における外部指導者の取り扱いについて
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。東京女児の端末チャントのいじめによる自殺を受けた対策について

。不繊布マスクの徹底指導について

a千々石ミグル発掘調査に対する県の見解とイ呆存活用に向けた支援について
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件  名
令和 3年度普通会計定期監査 (前期)の結果及び措置状況について

概  要
令和 3年 10月 6日 、県監査委員から県教育委員会教育長に封して、

地方自治法第 199条の規定に基づき、令和 3年度普通会計定期監査
(前期)の結果に関する報告書が提出された。

1 監査実施日
2 対象機関数
3対 象 期 間
4結  果

令和 3年 8月 23日 (本庁各課室)

11機関 (本庁 10課 1室 )

令和 2年度～監査実施日

○指摘事項 3件

令和 3年度定期監査 (前期)「指摘事項」
措置状況一覧表のとおり

に係る

○意見なし

報 告 事 項 (2)
各 課 共 通
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令和3年度 定期監査 (前期)「指摘事項」に係る措置状況一覧

機 関 名 内  容 措置状況

生涯学習課
消耗品等出納簿 (切手)において、帳簿と現物
の残数量が一致していない。

切手の取扱に関する知識や認識、点検にかか

る体制が不十分であったことにより生じたものであ

ります。
今後は、同様の事案が生じないよう所属内で共

有し、規則等を再度確認するほか、切手の受入

や払出の際にも複数の職員で確認するなど、適

切な事務処理に努めてまいります。

義務教育課

「キャリア教育」に関する記録映像制作作業業

務及び「授業アイディア事例」映像制作作業業務

において、提供したデータの記録媒体の返却後
の処理が確認できない。

実際に記録媒体の返却は確認しているものの、
書面による確認の必要性について認識が不足し
ていたことにより生じたものであります。
今後は、業者が記録媒体を返却する際には、返

却及び提供データの破棄を記載した文書の提出
を求めることとし、適切な事務処理に努めてまいり
ます。

体育保健課
形上湾ボート場管理運営業務委託において、

再萎託の承認がされていない。

当該業務委託のなかの消防用設備点検業務に
ついて再委託にあたる認識がなかつたことにより
生じたものであります。
今後は、再委託の有無について、施行伺及び
契約伺時に所属内で確認するとともに、再委託が

必要な場合は、書面による県の承諾が必要であ
ることを委託先に対し指導してまいります。
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報 告 事 項 (3)

令和 4年度県立学校職員 (実習助手、寄宿舎指導員、船員)採用試験について

種

(1)実習助手 (理科、農業、工業 (機械、電気、化学、土木)、 商業、特別支援)
(2)寄宿舎指導員
(3)船員 (機関員)

職1

2 募集人数及び出願資格
《A採用 (障害者特別採用選考)》

※上記 は、受

《B採用》

込 日及 験日当日において有効であることが必要です。

募集職種 募集人数 対象者及び資格

理  科

商  業

実

習

助

手

特別支援

若干名

①昭和37年 4月 2日 から平成 16年 4月 1日 までに生まれた者
②地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者
③身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳、精神保健福社
法第45条に定める精神障害者保健福祉手帳及び各都道府県また
は政令指定都市が発行する療育手帳の交付を受けており、実習助手

としての職務遂行が可能な者
※理科は、採用後、理科以外の教科の実習助手として任用する場合
がある

募集職種 募集人数 対象者及び資格

実

習

助

手

理  科 1名 ①昭和37年 4月 2日 から平成 16年 4月 1日 までに生まれた者
②地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者
※理科は、採用後、理科以外の教科の実習助手として任用する場合
がある特別支援 1名

農  業 1名

①昭和37年 4月 2日 から平成16年 4月 1日 までに生まれた者
②募集職種に関係ある学校や学科等を卒業又は卒業見込みの者
③地方公務員法第16条の各号の規定に該当しない者

工  業
(機 械 )

2名

工  業
(電 気 )

1名

工  業
(化 学 )

1名

工  業
(土 木 )

1名

商  業 1名

寄宿舎指導員 1名
①昭和37年 4月 2日から平成16年 4月 1日 までに生まれた者
②地方公務員法第16条の各号の規定に該当しない者
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募集職種 募集人数 対象者及び資格

船

員 機 関 員
1名

①昭和42年 4月 2日 から平成 14年 4月 1日 までに生まれた者
②4級以上の海技士 (機関)の免許を有する者又は令和4年 3月 31
日までに当該免許を取得する見込みの者

③令和4年 4月 以降の乗船が可能な者
④地方公務員法第 16条の各号の規定に該当しない者

3 出願期間 【実習助手・寄宿舎指導員】
令和 3年 10月 11日 (月 )―令不日3年 10月 29日 (金 )

※当日消印有効 持参の場合は午後 5時まで
【船員】
令芥日3年 10月 11日 (月 )～令和 3年 12月  3日 (金 )

※当日消印有効 持参の場合は年後 5時まで

4 第 1次試験 (実習助手及び寄宿舎指導員のみ)
(1)試験日時   令和 3年 11月 11日 (木)午前 9時 30分年
(2)試験会場   長崎県庁行政棟 1階 大会議室A、 B、 C

(長崎市尾上町 3-1)

(3)試験内容   ①一般教養試験  ②適性検査
(4)合格者発表  令和3年 11月 30日 (火)予定

5 第 2次試験 (第 1次試験合格者および船員受験者に対して)
(1)試 験 日  令和 3年 12月 13日 (月 )
(2)試験会場   長崎県庁行政棟 3階

(長崎市尾上町 3-1)

(3)試験内容   ①小論文  ②個人面接
(4)合格者発表  令和 4年 1月 14日 (金)予定
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件  名 高校生の活躍について

概  要 (1)大 会 名 「第 16回若年者ものづくり競技大会」
(主催 :厚生労働省、申央職業能力開発協会)

(2)開 催 日  令和 3年 8月 4日 (水)～ 8月 5日 (木 )

(3)開催場所  愛媛県

(4)成 績

①金賞/厚生労働大臣賞
「
1貨械製図(CAD)」 職種 長崎工業高校 機  械  科
「フライス盤」職種 島原工業高校 機械システム科

成

下

乙

山

年
年

２

３

拓海

隼他

②銀賞
「木材加 工」職種 長崎工業高校 インテ リア科 3年 山森 千萌

③銅賞
「電子回路組立て」職種
「ウェブデザイン」職種

曝務用‖
"け

予川れ川
.」

職種

長崎工業高校 情 報 技 術 科 3年 大石
長崎工業高校 インテ リア科 3年 木村
長崎工業高校 情 報 技 術 科 2年 坂本

澪弥

想

寛弥

④敢闘賞
「ウェプデザイン」職種 長崎工業高校 インテ リア科 3年 土嶋野々花

(5)競技内容等

O職業能力開発施設や工業高校等において、企業等に就業していない技
能を習得中の20歳以下の若年者を対象にした競技大会で、旋盤や電
気工事、木材加工等 15職種の競技種目において技能を競う全国大会。

○本県高校生は同大会において、過去に22名が金賞 (第 1位 :厚生労働
大臣賞)を獲得している。

区 分 8 9 10 12 13 15 16

フライス4金 賞 自動車整備

中

■

'同

 賞 抜:盤 エ自動車整億

目動車整偉

自動車整備

旋盤 旋盤

I

報 告 事 項 (4)
高 校 教 育 課
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件  名
等
択
高
採

和
る
令
す
4年度に県立
教科用図書の

学校及び特別支援学校高等部において使用
結果について

概  要 (1)採択に関する基本方針
1 基礎的・基本的な知識及び技能の確実な定着を図り、これら
を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力

等を育むなど、学習指導要領のねらいに沿つた適切な教科用図書
を採択する。

2 採択に当たつては、特色ある学校づくり、生徒の実態及び学
校の置かれている諸条件を十分に考慮し、各校の教育課程に適し

た教科用図書を採択する。

3 採択後は速やかに採択教科用図書及び採択理由を公表するな
ど、採択の透明性の確保を図る。

(2)採択の方法
1 各学校は、教科書選定委員会を組織 して教科用図書の調査研
究を行い、生徒や学校の実態に即して採択を希望する教科用図書
を選定しヽ県教育委員会に報告する。
これをもとに、県教育委員会において十分な確認を行い、使
用する教科用図書を年度ごと、学校ごとに教育長が採択する。
なお、各学校及び県教育委員会は、外部からの不当な働きか

け等により、教科用図書の公正確保に関し問題が生じることのな
いように十分に留意する。

2 等学校で使用する教科用図書については、「高等学校用教
目録 (令和 4年度使用)」 に登載されているものの中から採

密 し、文部科学省検定済教科書及び文都科学省著作教科書
行されていない場合は、学校教育法附則第 9条及び同法施行
第 89条の規定により、教科の主たる教材として教育目標の
上適切な図書を採択する。

3 特別支援学校高等部で使用する教科用図書については、特別支
援学校高等部用の文部科学省検定済教科書及び文部科学省著作

教科書が発行されていないことから、学校教育法附則第 9条及び
同法施行規則第 131条 の規定により、各学校の教育課程との整
合性を十分に検討した上で、適切な教科用図書を採択する。
ただし、高等学校の学習指導要領に準ずる教育を受ける者の教科用

図書については、「高等学校用教科書目録 (令和 4年度使用)」 に登載
されているものの中から採択するものとし、同目録に登載されている

教科用図書を使用することが適当でない場合は、教科の主たる教材と
して教育目標の達成上適切な図書を採択する。

(3)採択の結果
,71校  3, 271点 (詳細は別冊資料のとおり)
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報 告 事 項 (5)
高校教育課・特別支援教育課
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